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プレゼンテーションの内容
・ふじのくに防災人材育成事業について

・掛川東高校について

・事前研修での講座を受けて

・研修内容

・まとめ
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１．ふじのくに防災人材育成事業について
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この事業を通して…

参加動機

・東日本大震災の実際の被災状況と復興の現状を知るため

・南海トラフの危険性がある静岡に住んでいる自分が今
　できることを考えるため

・防災訓練の大切さを知るため
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この事業の目的

東日本大震災の被災地を訪問
　　　　　　⬇
震災関連施設の見学、被災者との交流
　　　　　　⬇
　　　　調査・研修
　　　　　　⬇
大規模災害の風化防止と共に、地域防災の主体として
活躍できる高校生を育成する。
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訪問研修の日程

【事前研修】　　　　8/9    防災講座、グループワーク

【被災地訪問研修】　8/16〜8/17   震災関連施設等の視察

【事後研修】　　　　8/23  防災に関する提言作成及び、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

成果発表
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２．掛川東高校について
2.  掛川東高校について



掛川東高校の防災への取り組み

○下校の際のグループ作り

○年に3回の避難訓練

○各地区のハザードマップの確認

○NTT伝言板ダイヤルの体験
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○カンパン・水の保存

○避難経路・場所の確認



３．事前研修での講座を受けて
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避難場所と避難所の違い
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避難場所　　　　　　　　　

緊急的に避難する場所

例）グラウンド

　　高台　　

　　各地域の公民館　など
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避難所

一定の期間滞在する場所

例）体育館

地域のコミュニティセンター

12



自然災害を止めることはできない

自然災害によって失われる命を減らすことができる
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4.  研修内容
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研修内容

〜1日目〜　①命をつなぐ未来館　鵜住居小学校・釜石東中学校

〜2日目〜　②東日本大震災遺構伝承館　向洋高校
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③大川小学校



いのちをつなぐ未来館　　岩手県釜石市
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釜石市鵜住居地区防災センター

かつて多くの死者を出した

原因→正しい防災知識の理解
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小中学校の防災教育

釜石小学校・釜石東中学校

１　津波防災安全（安心）マップ作り

２　下校時津波避難訓練

３　津波防災授業

１　自分の命は自分で守る

　（津波を知る）

２．助けられる人から助ける人へ　

　（地域防災の担い手に）

３　防災文化の継承・醸成
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掛川東高校の防災訓練について
　　　どう思いますか？
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いつ、どこで、なにが、起こるかわかりません！！！！

緊急時の流れは確認できているけど、、、

まだまだできることはあります！！

例えば、、、 雨が降ってたら、、、
下校時におきたら、、、
停電して放送が使えなかったら、、、
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津波てんでんこ

○てんでんことは

三陸地方の方言で、おのおの、ばらばら　という意味。
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津波の時は、それぞれ自分で命を守れ



津波３原則

○想定を信じるな

相手は自然であり、到達時間や高さなど人間の想定どおりにくるかわからない

○最善を尽くせ

その時できることに全力を注ぎ、少しでも早く高いところに避難する

○率先避難者たれ

いざというとき人間は自分から進んで避難しないことがある
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東日本大震災遺構・伝承館　　　　気仙沼市

○向洋高校

宮城県気仙沼向洋高校の校舎として
利用されていた建物に
震災伝承館を加えた建物





大川小学校　　　　石巻市



学校の裏山



まとめ



防災とは

災害を防ぐのではなく、災害に備える

1人でも多くの人を救う

1人でも多くの人の人の未来の時間を守る

キーワード：ハッピーエンドの未来まで想像する



ご清聴ありがとうございました。


